






1.はじめに 

外科的疾患を有する新生児には,消化管の通過障害や吸収障害を長期にわたって保有する

例が多い。身体の大きさに比し代謝量が多く,予備的熱源に乏しい新生児において,長期に

わたる投与栄養量の不足は,数週を待たずに生命を維持し得ぬ状況となる｡ことに,手術侵

襲を受け,その修復に多量の体成分を失った新生児では,その影響は著しく,単に身体的発

育を阻害するのみでなく,精神的,知能的発達に多大の不可逆的変化をももたらしてしまう。 

本研究においては,私共が乳幼児に適していると考え処方をした高カロり一輸液溶液を用

い,新生児の外科的治療に平行して栄養管理を行った経験を分析し,今後,新生児ことに極

小未熟児の栄養輸液の発展の一助になればと考え,報告する。 


